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平成 26年２月14日 

各位 

会社名  株式会社ソフトフロント 

代表者名 代表取締役社長 阪口 克彦 

（JASDAQ・コード 2321） 

問合せ先 執行役員管理部部長 高野 誠一 

（TEL 03-3568-7007） 

 

 

（訂正・数値データ訂正）「平成26年 3月期 第 3四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）」

の一部訂正について 

 

 

平成 26年１月30日 16時 00分に発表した「平成26年 3月期 第 3四半期決算短信〔日本基準〕

（非連結）」について、訂正がありましたのでお知らせいたします。また、数値データにも訂正が

ありましたので、訂正後の数値データも送信いたします。 

 

１． 訂正の理由 

市場価格のないデジタルポスト社の株式に対する投資損失に備えるため、健全性の観点から、

投資先の財政状態等を勘案して投資損失引当金を設定することといたしました。 

また、デジタルポスト関連事業の将来の収益拡大見込みを合理的に予測することが困難であ

るため、対応する販売目的ソフトウエアの減価償却を進めることといたしました。 

なお、合理的に予測することは困難であるものの、デジタルポスト関連事業は成長基調にあり、引き

続きその強化・拡大を進めてまいります。 

 

２． 訂正の内容（訂正箇所は下線を付して表示） 
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■サマリー情報 

１．平成26年 3月期第3四半期の業績（平成25年 4月 1日～平成25年 12月 31日） 

 

【訂正前】 

(1) 経営成績（累計） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年 3月期第3四半期 378 13.3 △177 - △181 - △179 - 

25年 3月期第3四半期 333 △33.0 △153 - △152 - △154 - 

 

 

1株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 

1株当たり 

四半期純利益 

 円 銭 円 銭

26年 3月期第3四半期 △1,830.26 - 

25年 3月期第3四半期 △1,682.17 - 

 

(2) 財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

26年 3月期第3四半期 800 754 94.2 6,533.28

25年 3月期 759 634 83.1 6,860.78

（参考）自己資本    26年 3月期第3四半期  754百万円     25年 3月期  631百万円 

 

【訂正後】 

(1) 経営成績（累計） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年 3月期第3四半期 378 13.3 △221 - △225 - △258 - 

25年 3月期第3四半期 333 △33.0 △153 - △152 - △154 - 

 

 

1株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 

1株当たり 

四半期純利益 

 円 銭 円 銭

26年 3月期第3四半期 △2,631.76 - 

25年 3月期第3四半期 △1,682.17 - 

 

(2) 財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

26年 3月期第3四半期 721 675 93.5 5,851.03

25年 3月期 759 634 83.1 6,860.78

（参考）自己資本    26年 3月期第3四半期  675百万円     25年 3月期  631百万円 

（％表示は、対前年同四半期増減率）

（％表示は、対前年同四半期増減率）
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■添付資料 

 

２ページ １．当四半期決算に関する定性的情報  

（１） 経営成績に関する説明 

 

【訂正前】 

（省略） 

売上原価につきましては、189,198千円（前年同期比1.5％増）となりました。売上総利益につ

きましては、188,904千円（前年同期比28.1％増）と前年同期を41,483千円上回りました。 

 

（省略） 

 

営業損益につきましては、177,887千円の営業損失（前年同期は153,130千円の営業損失）を計

上しております。 

経常損益につきましては、営業外収益36千円（前年同期比88.2％減）を計上し、第三者割当に

よる新株式及び新株予約権の発行に伴う諸費用など営業外費用3,778千円（前年同期は3,647千円

増）を計上したため、181,629千円の経常損失（前年同期は152,947千円の経常損失）を計上いた

しました。 

税引前四半期純損益につきましては、新株予約権戻入益3,610千円の特別利益を計上し（前年同

期は計上なし）、特別損失の計上がなかったため（前年同期も計上なし）、178,018千円の税引

前四半期純損失（前年同期は152,947千円の税引前四半期純損失）を計上いたしました。 

四半期純損益につきましては、法人税、住民税及び事業税を1,815千円計上したことにより、

179,833千円の四半期純損失（前年同期は154,762千円の四半期純損失）を計上いたしました。 

 

（省略） 

 

①ソフトウエア販売 

通信事業者向けの製品販売が増加したため、売上高は171,222千円（前年同期比51.8％増）と増加

いたしました。売上原価につきましては、前事業年度に既存製品の改良による製品開発を行った

ことによる減価償却費の増加などにより、81,151千円（前年同期比23.8％増）と増加いたしまし

た。このように、売上高が堅調に推移した結果、セグメント利益90,071千円（前年同期比90.8％

増）を計上しております。 

 

（省略） 
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【訂正後】 

（省略） 

売上原価につきましては、販売目的ソフトウエアの減価償却費が増加したことなどにより、

232,950千円（前年同期比25.0％増）となりました。売上総利益につきましては、145,152千円（前

年同期比1.5％減）と前年同期を2,268千円下回りました。 

 

（省略） 

 

営業損益につきましては、221,639千円の営業損失（前年同期は153,130千円の営業損失）を計

上しております。 

経常損益につきましては、営業外収益36千円（前年同期比88.2％減）を計上し、第三者割当に

よる新株式及び新株予約権の発行に伴う諸費用など営業外費用3,778千円（前年同期比3,647千円

増）を計上したため、225,381千円の経常損失（前年同期は152,947千円の経常損失）を計上いた

しました。 

税引前四半期純損益につきましては、新株予約権戻入益3,610千円の特別利益を計上し（前年同

期は計上なし）、また、市場価格のないデジタルポスト社の株式に対する投資損失に備えるため、

健全性の観点から、投資先の財政状態等を勘案して投資損失引当金繰入額35,000千円を特別損失

に計上したことにより（前年同期は計上なし）、256,770千円の税引前四半期純損失（前年同期

は152,947千円の税引前四半期純損失）を計上いたしました。 

四半期純損益につきましては、法人税、住民税及び事業税を1,815千円計上したことにより、

258,585千円の四半期純損失（前年同期は154,762千円の四半期純損失）を計上いたしました。 

 

（省略） 

 

① ソフトウエア販売 

通信事業者向けの製品販売が増加したため、売上高は171,222千円（前年同期比51.8％増）と増加

いたしました。売上原価につきましては、前事業年度に既存製品の改良による製品開発を行った

こと、デジタルポスト関連事業の将来の収益拡大見込みを合理的に予測することが困難であるた

め、対応する販売目的ソフトウエアの減価償却を進めたことなどにより、124,903千円（前年同

期比90.5％増）と増加いたしました。このように、売上高が堅調に推移したものの、売上原価が

増加したため、セグメント利益46,319千円（前年同期比1.9％減）を計上しております。 

 

（省略） 
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３ページ １．当四半期決算に関する定性的情報  

（２）財政状態に関する説明 

 

【訂正前】 

（当第３四半期会計期間末の資産、負債及び純資産の状況） 

当第３四半期会計期間末の総資産につきましては、800,736千円（前事業年度末比5.4％増）とな

りました。 

 

（省略） 

 

無形固定資産につきましては、206,111千円（前事業年度末比0.6％増）となりました。 

投資その他の資産につきましては、SOFTFRONT VIETNAM CO., LTD．への出資により、111,196

千円（前事業年度末比45.8％増）となりました。 

 

（省略） 

 

当第３四半期会計期間末の純資産につきましては、四半期純損失を179,833千円計上し利益剰

余金が減少したものの、第三者割当による新株式の発行及び新株予約権の行使により302,758千円

増加したことなどから、754,143千円（前事業年度末比18.8％増）となりました。 

 

（省略） 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は53,144千円（前年同期は18,390千円の資金の消費）となりまし

た。これは主に税引前四半期純損失178,018千円を計上したものの、減価償却費を79,015千円計

上し、売上債権の減少186,418千円によるものであります。 

 

（省略） 
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【訂正後】 

（当第３四半期会計期間末の資産、負債及び純資産の状況） 

当第３四半期会計期間末の総資産につきましては、721,984千円（前事業年度末比5.0％減）とな

りました。 

 

（省略） 

 

無形固定資産につきましては、デジタルポスト関連事業の将来の収益拡大見込みを合理的に予

測することが困難であるため、対応する販売目的ソフトウエアの減価償却を進めたことなどによ

り162,359千円（前事業年度末比20.8％減）となりました。 

投資その他の資産につきましては、SOFTFRONT VIETNAM CO., LTD．への出資をしたこと、市場

価格のないデジタルポスト社の株式に対する投資損失に備えるため、健全性の観点から、投資先

の財政状態等を勘案して投資損失引当金を計上したことなどにより、76,196千円（前事業年度末

比0.1％減）となりました。 

 

（省略） 

 

当第３四半期会計期間末の純資産につきましては、四半期純損失を258,585千円計上し利益剰

余金が減少したものの、第三者割当による新株式の発行及び新株予約権の行使により302,758千円

増加したことなどから、675,391千円（前事業年度末比6.4％増）となりました。 

 

（省略） 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は53,144千円（前年同期は18,390千円の資金の消費）となりまし

た。これは主に税引前四半期純損失256,770千円を計上したものの、減価償却費を122,767千円計

上し、売上債権の減少186,418千円によるものであります。 

 

（省略） 
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４ページ  ２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

【訂正前】 

なし 

 

【訂正後】 

（４）追加情報 

（投資損失引当金） 

 市場価格のない有価証券に対する投資損失に備えるため、健全性の観点から、投資先の財政状

態等を勘案して必要額を計上しております。これにより当第３四半期累計期間の税引前四半期純

損失が 35,000 千円増加しております。 
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５ページ ４．四半期財務諸表  

（１）四半期貸借対照表 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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６ページ ４．四半期財務諸表 

（２）四半期損益計算書（第３四半期累計期間） 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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７ページ ４．四半期財務諸表 

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

【訂正前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

13 
 

【訂正後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

14 
 

９ページ ４．四半期財務諸表 

（４）四半期財務諸表に関する注記事項 

（セグメント情報等） 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年 12月 31日） 

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 

【訂正前】 

区分 

報告セグメント 
その他 

（注１）
合計 

四半期 

損益計算書

計上額 

（注２） 

ソフトウエア 

販売 
受託開発 計 

売上高   

外部顧客への売上高 171,222 201,884 373,107 4,995 378,102 378,102

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
- - - - - -

計 171,222 201,884 373,107 4,995 378,102 378,102

セグメント利益 90,071 95,903 185,974 2,930 188,904 188,904

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売などを含んでおり

ます。 

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。 

 

（省略） 

 

 

【訂正後】 

区分 

報告セグメント 
その他 

（注１）
合計 

四半期 

損益計算書

計上額 

（注２） 

ソフトウエア 

販売 
受託開発 計 

売上高   

外部顧客への売上高 171,222 201,884 373,107 4,995 378,102 378,102

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
- - - - - -

計 171,222 201,884 373,107 4,995 378,102 378,102

セグメント利益 46,319 95,903 142,222 2,930 145,152 145,152

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売などを含んでおり

ます。 

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。 

 

（省略） 

 

 

 

（単位：千円）

（単位：千円）
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10ページ ４．四半期財務諸表 

（４）四半期財務諸表に関する注記事項 

（重要な後発事象） 

（株式分割、単元株制度の採用及び定款の一部変更） 

４．1株当たり情報に及ぼす影響 

 

【訂正前】 

当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合の前第３四半期累計期間及び当第３四半期累計期間における 

１株当たり情報は、それぞれ以下のとおりとなります。 

   

 
 

１株当たり四半期純損失金額 16円 82銭 18円 30銭

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純

損失金額であるため記載しておりません。 

 

 

【訂正後】 

当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合の前第３四半期累計期間及び当第３四半期累計期間における 

１株当たり情報は、それぞれ以下のとおりとなります。 

   

 
 

１株当たり四半期純損失金額 16円 82銭 26円 32銭

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純

損失金額であるため記載しておりません。 

 

 

 

以上 

前第３四半期累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日) 

前第３四半期累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日) 


